
※画像はサンプルです。

会誌「建築士」が
新しくなります
紙とデジタルで広がる、
新しい建築情報のかたち

2027年1月から、会誌「建築士」は
ハイブリッド発行へ

4つの媒体で毎月情報をお届けします

年間の情報発信イメージ

それぞれの特色

よくあるご質問毎月 紙版会誌
（奇数月発行）

紙版会誌
（奇数月発行）

紙版会誌
（会員へ送付）

会員へ送付
特集・連載など、

じっくり読む保存版

デジタルツイン版
（会員限定公開）

会員限定公開
紙版と同内容を

デジタルブックで閲覧

デジタル版
（デジタルブック）
（偶数月公開）

一般公開（WEB）
動画・リンクなど
デジタルならではの
コンテンツも掲載

（毎月公開）

一般公開（WEB）
連合会や建築士会
からのお知らせ・
ニュースなど

これまで これから

　　更新情報は
公式Instagramでお知らせ！

　　更新情報は
公式Instagramでお知らせ！

奇数月 偶数月

紙版会誌 デジタルツイン版 デジタル版
（デジタルブック）

紙とデジタルで、
もっと身近に、
もっと便利に。

特集や連載をじっくり読む保存版として、

会員の皆様へお届けします。

デジタルツイン版
（会員限定公開）

紙版と同じ内容を、パソコン・スマートフォン・

タブレットからいつでも閲覧できます。

（会員限定）

デジタル版
（デジタルブック）
（偶数月公開）

更新情報は公式Instagramでお知らせ！

一般公開するデジタル版です。

動画や外部リンクなど、紙では伝えきれない

情報も掲載し、建築士会活動を広く発信します。

また、全国の会員同士のつながりを広げる

媒体として活用していきます。

（毎月公開）
更新情報は公式Instagramでお知らせ！

連合会や建築士会からのお知らせ、イベント、

委員会活動、制度改正、募集情報などを

毎月タイムリーにお届けします。

ご意見・ご要望に
ついて

紙版会誌、デジタル版、i建築士会など、

会誌「建築士」等に関するご意見・ご要望を

お寄せください。

皆様からいただいたご意見を参考に、

より良い情報発信に努めてまいります。

編集部会・デジタル情報部会から皆様へ
インスタグラム
始めました

日本建築士会連合会では、

公式Instagramの運用を開始しました。

会誌「建築士」に関する更新情報や

他イベント情報などを随時発信します。

QRコードからぜひフォローしてください。

会誌「建築士」は、これまで長年にわたり、建築士会会員の

皆様とともに歩んでまいりました。

これからも紙媒体ならではの魅力を大切にしながら、デジタ

ルの特長を生かした新しい情報発信に取り組み、より分かり

やすく、より身近で、より役立つ媒体を目指してまいります。

4つの媒体を通じて、建築士会活動や建築に関する情報をこ

れまで以上に充実してお届けしてまいりますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。

建築士会 建築士会

建築士会

建築士会

Q. デジタルツイン版とは何ですか。
A. 紙版と同じ内容をデジタルブックで閲覧できる会員限定

コンテンツです。紙版会誌でお知らせするパスワードを
使用してログインし、ご利用いただけます。

Q. 紙版はなくなりますか。
A. いいえ。紙版は2027年1月から、奇数月に発行します。

Q. デジタル版はいつ公開されますか。
A. 2027年2月から、偶数月にデジタルブック形式で公開

します。

Q. デジタル版はどこから見られますか。
A. 日本建築士会連合会のホームページからアクセスできます。

公開後はSNS等でもご案内します。

Q. 会誌で取得できるCPD単位数に変更はありますか。
A. 年間で取得できるCPD単位数に変更ありません。紙版は

隔月発行となりますが、1号あたりのCPD連載講座をこれ
までの倍に増やすため、年間で取得できるCPD単位数は
従前と変わりません。

Q. 　建築士会とは何ですか。
A. 毎月公開する建築士会および連合会からのお知らせです。

イベントや制度改正、募集情報など、最新情報をタイムリー
に発信します。

本会情報・広報委員会および編集部会、デジタル情報部会での検討
を踏まえ、会誌「建築士」は、2027年1月号より、紙版とデジタルを
組み合わせた「ハイブリッド発行」へ移行することとなりました。
これまで大切にしてきた紙版の読み応えや保存性を維持しながら、
デジタルならではの速報性や利便性を取り入れ、よりタイムリーに、
より多くの皆様へ建築に関する情報をお届けします。
また、会誌だけでなく、毎月の「  建築士会」や一般公開する
デジタル版など、目的に応じた複数の媒体を活用することで、
会員サービスの充実と建築士会活動のさらなる発信を目指します。

建築士    2026.1044



※画像はサンプルです。

会誌「建築士」が
新しくなります
紙とデジタルで広がる、
新しい建築情報のかたち

2027年1月から、会誌「建築士」は
ハイブリッド発行へ

4つの媒体で毎月情報をお届けします

年間の情報発信イメージ

それぞれの特色

よくあるご質問毎月 紙版会誌
（奇数月発行）

紙版会誌
（奇数月発行）

紙版会誌
（会員へ送付）

会員へ送付
特集・連載など、

じっくり読む保存版

デジタルツイン版
（会員限定公開）

会員限定公開
紙版と同内容を

デジタルブックで閲覧

デジタル版
（デジタルブック）
（偶数月公開）

一般公開（WEB）
動画・リンクなど
デジタルならではの
コンテンツも掲載

（毎月公開）

一般公開（WEB）
連合会や建築士会
からのお知らせ・
ニュースなど

これまで これから

　　更新情報は
公式Instagramでお知らせ！

　　更新情報は
公式Instagramでお知らせ！

奇数月 偶数月

紙版会誌 デジタルツイン版 デジタル版
（デジタルブック）

紙とデジタルで、
もっと身近に、
もっと便利に。

特集や連載をじっくり読む保存版として、

会員の皆様へお届けします。

デジタルツイン版
（会員限定公開）

紙版と同じ内容を、パソコン・スマートフォン・

タブレットからいつでも閲覧できます。

（会員限定）

デジタル版
（デジタルブック）
（偶数月公開）

更新情報は公式Instagramでお知らせ！

一般公開するデジタル版です。

動画や外部リンクなど、紙では伝えきれない

情報も掲載し、建築士会活動を広く発信します。

また、全国の会員同士のつながりを広げる

媒体として活用していきます。

（毎月公開）
更新情報は公式Instagramでお知らせ！

連合会や建築士会からのお知らせ、イベント、

委員会活動、制度改正、募集情報などを

毎月タイムリーにお届けします。

ご意見・ご要望に
ついて

紙版会誌、デジタル版、i建築士会など、

会誌「建築士」等に関するご意見・ご要望を

お寄せください。

皆様からいただいたご意見を参考に、

より良い情報発信に努めてまいります。

編集部会・デジタル情報部会から皆様へ
インスタグラム
始めました

日本建築士会連合会では、

公式Instagramの運用を開始しました。

会誌「建築士」に関する更新情報や

他イベント情報などを随時発信します。

QRコードからぜひフォローしてください。

会誌「建築士」は、これまで長年にわたり、建築士会会員の

皆様とともに歩んでまいりました。

これからも紙媒体ならではの魅力を大切にしながら、デジタ

ルの特長を生かした新しい情報発信に取り組み、より分かり

やすく、より身近で、より役立つ媒体を目指してまいります。

4つの媒体を通じて、建築士会活動や建築に関する情報をこ

れまで以上に充実してお届けしてまいりますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。

建築士会 建築士会

建築士会

建築士会

Q. デジタルツイン版とは何ですか。
A. 紙版と同じ内容をデジタルブックで閲覧できる会員限定

コンテンツです。紙版会誌でお知らせするパスワードを
使用してログインし、ご利用いただけます。

Q. 紙版はなくなりますか。
A. いいえ。紙版は2027年1月から、奇数月に発行します。

Q. デジタル版はいつ公開されますか。
A. 2027年2月から、偶数月にデジタルブック形式で公開

します。

Q. デジタル版はどこから見られますか。
A. 日本建築士会連合会のホームページからアクセスできます。

公開後はSNS等でもご案内します。

Q. 会誌で取得できるCPD単位数に変更はありますか。
A. 年間で取得できるCPD単位数に変更ありません。紙版は

隔月発行となりますが、1号あたりのCPD連載講座をこれ
までの倍に増やすため、年間で取得できるCPD単位数は
従前と変わりません。

Q. 　建築士会とは何ですか。
A. 毎月公開する建築士会および連合会からのお知らせです。

イベントや制度改正、募集情報など、最新情報をタイムリー
に発信します。

本会情報・広報委員会および編集部会、デジタル情報部会での検討
を踏まえ、会誌「建築士」は、2027年1月号より、紙版とデジタルを
組み合わせた「ハイブリッド発行」へ移行することとなりました。
これまで大切にしてきた紙版の読み応えや保存性を維持しながら、
デジタルならではの速報性や利便性を取り入れ、よりタイムリーに、
より多くの皆様へ建築に関する情報をお届けします。
また、会誌だけでなく、毎月の「  建築士会」や一般公開する
デジタル版など、目的に応じた複数の媒体を活用することで、
会員サービスの充実と建築士会活動のさらなる発信を目指します。

2026.10   建築士 45


